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第14回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成25年12月12日(木曜日) 

            午前10時１分開議 

            午前11時56分閉会 

 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線を活用した地域振興に関す

る件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他  

 

出席委員(13人) 

        委 員 長 小早川 宗 弘 

        副委員長 髙 木 健 次 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 堤   泰 宏 

        委  員 荒 木 章 博  

        委  員 鎌 田   聡 

        委   員 早 田 順 一 

        委  員 浦 田 祐三子 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 東   充 美 

        委  員 橋 口 海 平 

欠席委員（１人） 

委  員 城 下 広 作 

委員外議員（なし） 

 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 錦 織 功 政 

       熊本県理事 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊  

地域振興課長 吉 田    誠  

交通政策課長 中 川    誠 

商工観光労働部 

首席審議員      

       兼観光課長  渡 辺 純 一 

    くまもとブランド 

        推進課長 成 尾 雅 貴 

 土木部 

部 長 船 原 幸 信 

道路整備課長 手 島 健 司 

首席審議員 

兼道路保全課長 増 田   厚 

都市計画課長 平 尾 昭 人 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 松 永 清 文 

 警察本部 

交通部長 木 庭   強 

交通規制課長 安 武 秀 則 

 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 春 日 潤 一 

     政務調査課主幹 桑 原 博 史  

 

  午前10時１分開会 

○小早川宗弘委員長 それでは、時間になり

ましたので、ただいまから第14回高速交通及

び新幹線活用対策特別委員会を開会いたしま

す。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、錦織企画振興部長から執行部を

代表して、着席のままで構いませんので、概

要説明をお願いしたいと思います。 

 

○錦織企画振興部長 御説明申し上げます。 
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 委員会開会に当たりまして、執行部を代表

いたしまして、御挨拶並びに本委員会の付託

案件の概要について御説明申し上げます。 

 小早川委員長、髙木副委員長を初め委員の

皆様方におかれましては、さきの本委員会管

外視察に際しまして大変お世話になりまし

た。現地で得られました情報につきまして

は、今後の事業推進に役立ててまいります。 

 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、今年度においては

予算の重点化が図られ、それぞれの路線にお

いて着実に整備が進められているところでご

ざいます。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして、

国内線全体の本年10月までの利用実績は、昨

年度を上回る水準となっております。 

 国際線につきましては、ソウル線におい

て、10月末までの利用実績は昨年度を上回る

水準となっており、10月には臨時便の運航を

合わせ、ソウル線初となる５日間連続運航が

実現いたしました。 

 台湾線につきましても、８月末から運航し

ております高雄から熊本への連続チャーター

便が１カ月延長され、12月１日までの間で計

50便運航されました。大変好調でありました

と伺っております。引き続き、阿蘇くまもと

空港の路線振興及び拠点性向上に取り組んで

まいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善や公共

交通機関の利用促進などを進めながら、引き

続き交通ネットワークの強化に取り組んでま

いります。 

 また、先月開催されました熊本駅周辺整備

に関するトップ会議におきましては、熊本市

が提示した完成形の熊本駅東口駅前広場計画

のゾーニングについて意見交換が行われ、広

場の整備の方向性について確認がなされまし

た。後ほど担当課長から詳細について御報告

申し上げます。 

 第３に、九州新幹線を活用した地域振興に

関する件でございます。 

 九州新幹線を活用した熊本づくり及び観光

振興等についてでございますが、くまもとプ

ロモーションの推進に関しましては、「くま

モン」の高いメディア発信力を活用し、ブラ

ンド力の高い企業等と連携することで、熊本

の情報発信を進めてまいります。 

 また、観光キャンペーンにつきましては、

現在、ＪＲ西日本とのタイアップによる「リ

メンバー九州キャンペーン」や、ＪＲ九州と

のタイアップによります「どっちゃん行く？

熊本」キャンペーン、熊本観光の強みである

温泉をテーマとした「くまもと・ふろモーシ

ョン」を展開しており、熊本観光の魅力を引

き続き発信してまいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から御説明申

し上げますので、御審議のほど何とぞよろし

くお願い申し上げます。 

 

○小早川宗弘委員長 それでは、議題(1)執

行部から事業概要の説明を受け、その後質疑

を受けたいと思います。 

 説明につきましては簡潔にお願いをしま

す。 

 では、執行部から説明をお願いいたしま

す。 

 

○手島道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 お手元の資料に基づきまして、今回は、前

回からの変更点を、アンダーラインの箇所を

中心に説明をさせていただきます。 

 担当しておりますⅠ高速交通体系に関する
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件について御説明申し上げます。 

 １ページをお願いします。 

 今回、最下段の平成25年11月15日現在の供

用延長について、日付と供用延長の修正を行

っております。前回から14キロメートル延び

ております。 

 ４ページをお願いします。 

 九州縦貫自動車道の現状につきまして、宇

城氷川スマートインターチェンジが、本年度

末に本体の供用開始を予定されております。 

 北熊本スマートインターチェンジは、平成

24年度に事業説明会、本年度は用地取得に関

する説明会を開催されております。 

 人吉球磨スマートインターチェンジは、年

度内の連結許可申請に向けて、関係機関協議

など鋭意努力されております。 

 ５ページをお願いします。 

 九州横断自動車道延岡線、通称九州中央自

動車道の現状で、山都－県境間のところでご

ざいますが、蘇陽－高千穂間について、国は

平成25年10月11日に、事業化に向けて社会資

本整備審議会道路分科会九州地方小委員会を

開催し、計画段階評価に着手されておりま

す。 

 このことを受けて、今後の取り組みのとこ

ろでございますが、蘇陽－高千穂間が、整備

計画区間指定及び事業化に向けて、計画段階

評価の早期完了を国に求めてまいります。 

 11ページをお願いします。 

 1)平成25年度の要望活動のところを時点修

正しております。九州中央自動車道建設促進

協議会において、10月30日に国に提言活動を

行っております。 

 12ページをお願いします。 

 南九州西回り自動車道建設促進協議会にお

いて、11月15日に国に提言活動を行っており

ます。 

 13ページをお願いします。 

 11月13日に、熊本・大分両県選出国会議員

による中九州地域高規格道整備促進議員連盟

が設立されております。 

 中九州横断道路建設促進協議会による提言

活動につきましては、12月予定となっており

ますが、本日、熊本・大分両県知事及び両県

議長及び両県経済団体により、要望活動を行

っているところでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の15ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進、国内線の振興でござ

います。 

 まず、現状、全般でございますが、10月末

現在で、対前年同期比３％増の171万7,000人

となっております。 

 個々の動きにつきましては、東京線でござ

いますが、ＪＡＬ、ＳＮＡが好調に推移して

おりまして、対前年同期比4.7％増の124万1,

000人となっております。 

 １ページおめくりください。17ページをお

願いいたします。 

 国内線旅客数の４月から10月までの各路線

ごとの旅客数、利用率でございます。一番左

端が25年度でございます。ただいま御説明い

たしました東京線、利用率65.2％と好調でご

ざいます。 

 おりていただきまして合計欄でございます

が、ただいま御説明しましたように、171万

7,361人という人数に対しまして、利用率は6

4％となっております。 

 同じ表の一番右側をごらんになられてくだ

さい。一番上が東京線、先ほど御説明のとお

りでございますが、上から４番目、名古屋方

面の小牧線でございます。対前年同期比148.

1％と小牧線大変好調でございます。一番右

下でございますが、トータルで３％の増でご

ざいます。 

 おめくりください。18ページをお願いいた

します。 
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 国際線の振興でございます。現状でござい

ます。 

 まず、ソウル線、先ほど部長のほうからの

説明にもございましたように、10月の第１

週、４日の金曜日と６日・日曜日に臨時のチ

ャーター便を運航いたしまして、ソウル線就

航以来初めて５日間連続の運航が実現してお

ります。これは割と短い期間で準備をいたし

ましたが、準備の短さにもかかわらず、利用

率が約65％とかなりの数字が出ておりますの

で、アシアナ航空側もかなりのいい印象を持

っておるところでございます。 

 同じページの最下段、台湾線でございま

す。これも先ほど部長の説明ございました

が、12月１日までの連続インバウンドチャー

ター計50便でございますが、いずれも満席近

い状況になりまして、これもチャイナエアラ

インにとって大変好印象を与えることができ

ております。 

 １ページおめくりください。21ページの上

の表をごらんになられてください。 

 たただいま御説明しましたソウル線の10月

までの状況でございます。４段ございます

が、上から利用実績、対前年比、利用率、一

番下が利用率を140人乗りに置きかえたとこ

ろでございます。 

 ９月「140人乗換算」で利用率60％、10月6

9.1％。10月までのトータルで、一番右端で

ございます72.6％と「140人乗換算」で見ま

すと、かなり利用率はよくなっております。 

 その下の表は、チャーター便の就航状況で

ございます。10月末までの現在で、一番上の

欄が便数のトータルでございます。46便とな

っておりまして、昨年の39便に対しまして７

便の増となっております。内訳としまして

は、先ほど御説明しました台湾のチャーター

の分で14便の増となっております。 

 一方、中国便は今年度はチャーター便がま

だ行われておりません。トータルでいきます

と、利用者数はまだ対前年480人ほどマイナ

スになっておりますが、ただいま御説明しま

した連続チャーター便を換算いたしますと、

昨年度を上回るベースになっております。 

 １枚おめくりください。22ページをお願い

いたします。 

 国際線の今後でございます。 

 ソウル線につきましては、10月に実施いた

しました５日間連続運航のトライアルと同じ

ような連続運航のトライアル、これを今鋭意

アシアナ航空に対して働きかけておりまし

て、年度内の実現を目指しているところでご

ざいます。 

 台湾線につきましては、先ほど説明いたし

ました好調なインバウンドチャーターの第２

弾、第３弾というものを年度内ぜひ実現でき

るよう働きかけを行っているところでござい

ます。 

 それとあわせまして、これは本会議場でも

御説明させていただきましたが、年明け２月

21日から25日までの５日間、それから３月21

日からの５日間、アウトバウンドチャーター

を企画しております。このアウトバウンドチ

ャーターは、満席に近いお客様を集めて成功

させることによって、インバウンドの好調

さ、それからアウトバウンドのポテンシャリ

ティーもあわせ持って、相手エアライン側

に、積極的に今後のプログラムチャーター等

の実現に働きかけていこうと思っておりま

す。 

 下のページ、23ページにつきましては航空

物流の状況でございます。９月から10月の数

字を入れております。最下段が対前年同期比

でございますが、いずれも対前年10ポイント

ほどの減のまま、足踏み状態がまだ続いてい

るところでございます。 

 少しおめくりください。26ページをお願い

いたします。 

 26ページ、空港の経営改革でございます。

空港経営改革に関する民活空港運営法が、７

月25日に施行されておりまして、この法律に
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基づき、民間委託をした場合の空港の運営に

関する基本方針が、11月１日に告示されてお

ります。県といたしましては、他の国管理空

港の状況等も踏まえながら、今、本県の地域

経済にとって大変阿蘇くまもと空港重要な役

割を担っておりますので、望ましいと思われ

るあり方について、空港ビルディング等と連

携しながら検討しているところでございま

す。 

 27ページをお願いいたします。 

 大空港構想でございます。中段でございま

す。10月に国際会議等を開催いたしておりま

すが、それに間に合わすように、阿蘇くまも

と空港内の無料Ｗｉ－Ｆｉ(公衆無線ＬＡＮ)

の整備を行っておりまして、大変利用者に好

評を博しているところでございます。 

 また、同じページの下の欄でございます

が、パイロットのふるさとづくりということ

で、崇城大学と一緒に取り組んでいるところ

でございますが、この10月に崇城大学と航空

大学校が、パイロット養成に係る協力関係の

協定を締結しております。 

 また、あわせて、引き続き11月には、国内

の私立大学では初めて崇城大学が、外注する

ことなく、自前で一貫してパイロットの養成

教育ができる体制が整っております。このこ

とによりまして、パイロットのふるさとづく

りに一層拍車をかけていきたいと思っており

ます。 

 １ページおめくりください。29ページでご

ざいます。 

 空港整備でございます。国際線ターミナル

ビルにつきましては、外壁の改修も含めトイ

レ等、国に対して改善の要望をいたしており

ましたが、このたび要望実りまして、トイレ

の改修が、平成25年度末には実施されるとい

うことで進めているところでございます。 

 国際線ターミナルにつきましては、引き続

き阿蘇くまもと空港にふさわしいターミナル

ビルが実現するよう、国への要望等含め積極

的に取り組んでまいります。 

 少しおめくりください。33ページをお願い

いたします。 

 33ページの下段、空港ライナーでございま

す。空港ライナーは23年の10月にスタートし

ておりまして、ことしの９月でまるまる２年

が過ぎまして、もう３年目に入っているとこ

ろでございます。この４月から10月までの状

況、１日当たりの利用者数が164人まで伸び

ております。引き続き周知を図り、安定的な

運行になるようしっかり取り組んでまいりた

いと思います。 

 少しおめくりください。38ページをお願い

いたします。 

 38ページ、都市圏交通の中に入りますけど

も、都市圏交通の中の乗り継ぎの円滑化でご

ざいます。ＩＣカードにつきましては現在も

協議を重ねているところでございますが、今

後も引き続き関係者間での調整を図りなが

ら、例えば全体費用の削減の可能性がないの

か、あるいはシステムを改修し、どういうサ

ービス機能をつけるのか、あるいはエリアを

どうするのかなどなど、個々具体的な項目に

つきまして鋭意検討・協議を進めていくとこ

ろでございます。 

 交通政策課、以上でございます。 

 

○平尾都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 恐れ入りますが、資料を戻っていただきま

して、36ページをお願いいたします。 

 (3)パークアンドライドの利用状況でござ

います。熊本都市圏10カ所におけるパークア

ンドライドの稼働状況につきましては、本年

11月末時点で、駐車可能台数547台に対し契

約台数は369台、稼働率は67％となっており

ます。 

 37ページをお願いいたします。 

 パークアンドライドの利用促進に向けた取

り組みですが、周知・広報といたしまして、
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熊本都市圏を構成する５市６町１村、交通事

業者、大規模商業施設、コンビニ等に、右に

示しておりますポスターを掲示しておりま

す。バス・電車フェスタ等のイベントにおき

ましても、広報活動を行ったところでござい

ます。 

 また、県政広報番組においても、今年度は

５月、９月、11月と３回広報を行っており、

今月も放送を予定しているところでございま

す。 

 都市計画課は以上でございます。 

 

○吉田地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 本資料39ページの熊本駅周辺整備に関連し

まして、去る11月27日に開催されました第６

回熊本駅周辺整備に関するトップ会議につい

て御報告いたします。 

 お手元の別添資料と書かれた縦紙のほうを

ごらんいただければと思います。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 このトップ会議は、県・市・ＪＲ九州・地

元経済界が一体となって、熊本駅周辺整備事

業を実施するために設置されており、これま

で計５回開催されております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ２ページの３．に記載されておりますとお

り、今回はまず、これまでのトップ会議の振

り返り及び熊本駅周辺整備の状況について、

熊本市から報告がありました。 

 次に、熊本駅東口駅前広場の整備につきま

して熊本市から説明があり、トップによる意

見交換を行いました。 

 ３ページをお願いいたします。 

 現在の主な整備状況をまとめております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ４ページは、これらの整備スケジュールで

ございます。東口駅前広場につきましては、

平成31年度完成を目指して整備が進められて

おります。 

 続きまして、５ページをごらんください。 

 これは完成形の駅前広場のイメージでござ

います。連立事業の完成にあわせ、ＪＲ駅舎

が解体され高架下に移されます。これにより

駅前広場は40メートルほど高架橋側に拡幅さ

れ、面積は現在より7,000平米ほど広い約１

万8,000平米の広さになります。 

 ６ページをごらんください。 

 こちらにつきましては、９月の本委員会に

御報告させていただきました完成形の東口駅

前広場のゾーニングでございます。このゾー

ニングに関しては、９月の本委員会でも安全

性等について御指摘をいただいておりました

が、知事からはトップ会議の場において、駅

前広場は利便性と安全性の両立が必要であ

る、市電の乗り入れの実現に当たっては、特

に安全性の確保や交通処理について交通管理

者と十分協議の上、安全対策の課題解消に当

たっていただきたいと、そういう形で意見を

述べております。 

 これに対して熊本市長からも、７ページに

記載してある他都市での安全対策の事例を踏

まえながら、安全対策の課題解消は大事なこ

とであり、引き続き協議を進めていくと発言

がございました。 

 ８ページをごらんください。 

 ８ページは、広場の整備スケジュールでご

ざいます。平成31年度の完成を目指すために

は、平成26年度末までに広場のレイアウトの

方向性を確定する必要があるとのことです。 

 ９ページ目をごらんください。 

 今回のトップ会議における確認事項です。

２．の東口駅前広場の整備をごらんくださ

い。熊本市は、歩行者が自由に軌道を横断で

きるトランジットモール方式による市電乗り

入れを目指します。しかしながら、これを実

現するためには、安全対策や法整備等の課題

を解決することが必要であるため、引き続き

関係者の協議を実施することとされました。 

 さらに、平成31年度の完成に向けては、平
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成26年度末までに広場の整備の方針を決定す

る必要があるため、それまでに先ほど述べた

課題が解消されない場合は、将来の市電乗り

入れに対応できる広場としての整備を検討す

ることが確認されました。 

 また、熊本市は、交通施設についてバスや

タクシーを集約するため、引き続き関係者と

協議を行っていくことが確認されました。 

 以上が、熊本駅周辺整備に関するトップ会

議の概要報告でございます。 

 以上であります。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 委員会資料にお戻りください。46ページ以

降でございます。 

 (1)のくまもとプロモーションの推進及び

観光キャンペーン等の展開でございます。 

 当課関係につきましては、47ページからで

ございますが、まず、①のくまモンのブラン

ド価値向上の取り組みで48ページ、一番下の

ほうをお願いいたします。 

 ブランド価値向上の取り組みの一環といた

しまして、知事ハーバード大学講演への随行

を11月に行ったところでございます。この直

前には、全国豊かな海づくり大会もあり、両

陛下に「くまモン」体操を披露するなどが話

題となりまして、アメリカ訪問とあわせまし

て、日本テレビやＴＢＳ等全国放送でも取り

上げられ、本県のＰＲに貢献をすることがで

きました。 

 次に、49ページでございます。 

 下のほうの丸、「くまもとから元気をプロ

ジェクト」でございますが、ことし２年目に

なります９月以降、福島、宮城県それから長

野県を訪問したところでございます。年明け

の１月予定しておりますが、山形県のほうに

も訪問することとしているところでございま

す。 

 次に、50ページをお願いいたします。 

 一番下のほう、くまモン隊についてでござ

いますが、ツイッターのフォロワー数が29万

4,000人を超えました、11月には30万人を超

えたところでございます。「くまモン」とい

たしまして、熊本のＰＲのために、情報発信

のほうに努めているところでございます。 

 それから、51ページの一番上のところ、く

まモンキャラクター使用でございますが、10

月末現在で１万3,700件を超えたところでご

ざいます。これまで２カ月以上お待たせする

ことがありましたが、「くまモン」の利用許

諾につきましては、随時職員をふやしまし

て、現在では１月かからずに許諾できるよう

になっているところでございます。 

 次に、52ページのほうをお願いいたしま

す。 

 ｢くまモンスクエア」でございます。10月

末現在で約12万5,000人の来館がありまし

た。４割から５割のお客様が県外から来られ

ているという情報もあり、新たな観光地とい

たしまして、県外からの誘客に貢献している

ものと考えております。また、先ほどもござ

いましたが、台湾からのお客様にも大変好評

を博しているというふうにも聞いているとこ

ろでございます。 

 くまもとブランド推進課は、以上でござい

ます。 

 

○渡辺観光課長 観光課でございます。 

 観光キャンペーン等の展開について、御説

明させていただきます。 

 53ページをお願いいたします。 

 新幹線開業効果の継続拡大を図るために、

現在、ＪＲ西日本と連携いたしまして、「リ

メンバー九州キャンペーン」、ＪＲ九州と連

携した「どっちゃん行く？熊本キャンペー

ン」を展開しております。 

 54ページをお願いいたします。54ページ②

でございます。 

 先日、ＪＲ西日本とのタイアップで実施し
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ておりました人気アニメ「名探偵コナン」を

活用した「熊本・阿蘇ミステリーツアー」が

終了いたしました。全国から約9,200人もの

観光客に御参加いただきまして、11月30日、

12月７日には、当ツアーの解答編ということ

で、熊本・阿蘇を舞台にいたしましたアニメ

が全国放送されました。 

 55ページでございます。 

 続きまして、④でございます。ＪＲ九州、

ＪＲ西日本と連携して、鉄道、食、温泉、パ

ワースポットなどをテーマに、「どっちゃん

行く？熊本キャンペーン」を10月から展開い

たしております。 

 56ページをお願いいたします。 

 このキャンペーンでは、ＪＲ博多駅内にご

ざいます飲食店街「くうてん」におきまし

て、熊本の食材を使った料理の提供や観光写

真展等を開催いたしました。 

 また、10月には、期間限定で「くまモン＆

くろちゃん」のラッピング新幹線、前回の９

月議会のときは、ラッピング新幹線が走りま

すという御案内をいたしましたが、実際はそ

の写真にあるようなラッピングの列車が運行

し話題を呼びました。 

 ⑤でございます。熊本観光の強みでござい

ます温泉を全国に向けプロモーションすると

いうことで、私どもこれをおふろに引っかけ

まして「ふろモーション」と呼んでおります

が、温泉を「ふろモーション」する特命チー

ム、「くまもと・ふろモーション課」を設立

いたしました。10月２日に知事、「くまモ

ン」、スザンヌ、もっこすファイヤー出席の

もと記者会見を行いましたが、マスコミの皆

さん方の反応もよく、テレビ・新聞を含めさ

まざまな広報媒体から取材をいただいており

ます。 

 57ページをお願いいたします。 

 くまもとふろモーション課では、熊本のお

ふろ文化、温泉文化を全国にアピールするた

め、協賛宿泊施設に宿泊したお客様に、他の

施設で入浴できる無料の「くまもと湯巡手

形」をプレゼントいたしましたり、杖立温泉

では、観光庁からの支援を受けまして、女性

でも楽しめる新しい湯治プログラムの開発を

進めております。 

 また、九州新幹線の利便性を最大限活用

し、平日に、仕事帰りに気軽に温泉を――福

岡がターゲットですけれども、楽しむプログ

ラム「平日ふろぐらむ」を開発いたしまし

て、日本旅行さんとの連携により、当プログ

ラムを具現化した旅行商品「すぱっと玉名温

泉」、新玉名駅でおりて玉名温泉に平日入っ

ていただく、そういった旅行商品の販売を開

始いたしました。 

 59ページをお願いいたします。 

 ⑨でございます。現在、九州に路線を持つ

航空会社14社と九州７県、九州観光推進機構

が連携いたしまして、「空行け！九州キャン

ペーン」を展開しております。このキャンペ

ーンでは、九州７県の魅力をアピールするた

め、大都市圏を中心に観光物産展等を開催い

たしております。 

 60ページをお願いいたします。 

 ＡＮＡグループと連携いたしまして、９月

から11月にかけまして、本県の特産品を販売

したり、ホームページを活用した広報・宣伝

を展開いたしました。 

 ⑩でございます。九州観光の拠点化を目指

すために、熊本県議会観光物産振興議員連盟

の御支援もいただきながら、宮崎、鹿児島両

県と南九州広域観光ルート連絡協議会、長

崎、大分両県と九州横断長崎・熊本・大分広

域連携観光振興協議会を設置し、プロモーシ

ョン活動や修学旅行の誘致、旅行商品の造成

等を推進いたしております。 

 また、各県議会におきまして設置されてお

ります観光振興議員連盟主催で、11月８日に

は熊本で、第４回九州横断長崎・熊本・大分

観光振興議員連盟総会、11月12日には鹿児島

で、第21回南九州観光振興会議が開催され、
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熊本観光に対する応援をいただいたところで

ございます。出席された各委員については、

この場をかりまして改めて御礼申し上げま

す。 

 61ページをお願いいたします。 

 九州各県との連携により、九州７県の観光

情報を掲載いたしました観光ホームページを

立ち上げますとともに、ＪＴＢと連携し、熊

本を起点とした旅行商品「くまもとからはじ

めるモン！九州ぐるり旅」の販売を開始しま

した。販売エリアは京阪神となります。 

 最後に、62ページをお願いいたします。 

 最近の観光動向についてでございます。本

県が実施いたしました宿泊動向調査によりま

すと、平成25年７月から９月の本県の延べ宿

泊者数は、全体で前年同期比111.3％となり

ました。国内の宿泊者数は前年同期比109.

2％でございますが、平成24年７月の広域大

水害の影響等による風評被害は、夏の観光キ

ャンペーンの効果等により払拭されつつあり

増加しております。 

 海外からの宿泊者数につきましては、前年

同期比127.9％となっております。順調に増

加傾向は続いています。 

 以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員長 以上で執行部からの説

明が終わりましたので、質疑に入りたいと思

います。何かございませんか。 

 

○小杉直委員 よかですか。中川さんかな、

18ページ、熊本－台湾線のチャーター便です

たいね、それは定期便に将来移行する、そう

でくっとでしょう。 

 

○中川交通政策課長 チャイナエアラインに

今働きかけております台湾と熊本の定期便で

ございますが、私どもは将来的にはもちろん

定期便を目指しておるところでございます。

現状は、今インバウンドは大変好調でござい

ます。このことで、インバウンドについての

需要は、私どもはしっかり先方に実証できた

と思っております。これからはアウトバウン

ドの需要を実証する段階に入っております。 

 先ほど御説明しました２月21日と３月21

日、まずチャーター、こちらから送るチャー

ターをやりますが、まずそれを成功させる必

要があります。その次のステップでは、プロ

グラムチャーターといいまして、定期便の形

をしていますが期間限定みたいな形ができな

いかと、それをその次に仕掛けようと思って

今働きかけております。 

 いずれにしましても、相手方に対しまして

は、熊本側からのアウトバウンドの需要が実

証できないことには次のステップには移行で

きませんので、これにつきましては、私ども

としましては、県議会の皆様にもぜひ御協力

いただいて、経済界にももちろん働きかけて

おりますけど、送客の熊本のポテンシャルを

示していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 それに関連して、先般自民党

の政審会では、熊本－ソウル線、中国の防空

識別圏、それには該当しませんと企画振興部

長から聞いたので安心したですが、今中川さ

んがおっしゃった路線については、中国の防

空識別圏には該当せぬですかね、どうです

か。 

 

○中川交通政策課長 私どもは、あの記事が

出たあたりかなり気にしまして、エアライン

のほうに問い合わせをしておりますが、現時

点では、実はどういう状況になっているかと

いうのは、明確な回答がまだ得られておりま

せん。 

 と申しますのが、路線の航空ルートといい

ますのは、航空会社にとってはかなり重要な

情報らしくて、本社まで確認せざるを得ない

ということになりまして、きょうの本委員会
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のこの時点では、どういう状況かというのは

確認できておりません。 

 ただ、それとあわせまして、そこが明確に

ならない理由の一つが、定期路線がどういう

ルートを飛ぶのかというのはもちろんこれか

らですし、あるいはチャーター便につきまし

ても、どこからチャーター便を飛ばすかとい

うことでも変わるということですので、相手

方からすれば、現時点でまだ本社との確認が

とれていないと、そういう回答は得ておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 それにまた関連してですが、

今説明受けてわかりましたが、中国がかぶせ

た後、今度は韓国がかぶせるごとしとるです

たいな。台湾は御承知のとおり、中国は独立

国と認めていないとか、それから今は一旦世

界各国が中国の防空識別圏を批判したけんや

や静かにしとるわけですが、今後はどういう

ふうな手段とか戦略をとってくるかわからな

いというのが相手国ですから、今おっしゃっ

た路線についてはしっかり注目して、安全対

策というですか、そういう面でお願いしてお

きます。 

 もう一点、29ページ、中川さんがいいのか

小林局長がいいのかわかりませんが、大空港

構想の推進で、広域防災拠点化を図るため

に、25年度は基本設計、実施設計云々と書い

てありますね。これは、実際の工事着工と完

成時期は大体いつごろの見通しですか。 

 

○中川交通政策課長 現在、今年度の予算で

補正つけていただきまして基本設計等を行っ

ているところでございます。実は、明日の総

務委員会の場で御説明させていただく準備を

しておりますが、現在取り組んでいる調査・

設計の中で、国の施設に関して影響がないか

という調査を、追加でやってくれないかとい

う依頼が国のほうから来ております。 

 あともう一つ、現在の国が持っております

調整池等が近くに、私どもの工事の予定地に

ありますが、その調整池の影響がないかとい

うのを調査してくれという依頼があっており

ますので、それに伴いまして若干現在の調査

の設計の分がおくれております。ですので、

この設計というのが次年度までかかりそうだ

というのが一つ状況としてございます。 

 私ども、その設計は次年度の早い段階に仕

上げて、来年度には是非着工したいと思いま

して今準備を進めておるところでございま

す。その終了時期につきましてはまだ設計が

見えておりませんので、私ども着工は次年度

目指して今作業、予算要求する準備をしてお

りますけれども、終了予定につきましては、

まだ現時点では見えておらないというのが現

状でございます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 次年度にずれ込んで着工し

て、完成まで何年ぐらいの計画……。 

 

○中川交通政策課長 今の時点では単年度で

仕上げたいと思っておりますが、繰り返しに

なりますけど、実施設計が上がってきて、そ

こがもう少し見えてくるかなと思います。現

時点では、次年度単年度で仕上げたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 それには、目的の一つがなん

でしょう、九州各地で大規模災害があった場

合に、全国のいろんなヘリコプターその他飛

行機が寄って、防災対策をするための広域防

災拠点の敷地にすることが目的でしょう。 

 

○中川交通政策課長 今御指摘いただきまし

たように、九州を支える空港として、非常に

大きな災害も想定されておりますので、その

際にいろんな救援物資、あるいは救助の体制
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の飛行機の駐機場とする防災拠点としての中

継エプロンということで、計画する予定でご

ざいます。 

 

○小杉直委員 御承知のとおり、世界各国で

予想もできないような大災害が発生する時代

になっておりますので、これについては力入

れて完成するようにお願いしておきます。 

 以上です。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに。 

 

○荒木章博委員 39ページなんですけどね、

要するに熊本駅周辺の高架下の利用なんで

す。これ熊本市が中心となって、周辺の校区

をどんなものを要望するかということで、い

ろいろ集会を開いたりしてやっています。地

域によってはいろんな山登りのああいうのを

入れたやつをつくってほしいとか、そういう

商店街においてはどんなものを、これは営利

的なものはできないというふうに聞いていま

すし、ＪＲのほうから15％を地域に与えるよ

うな形で進んでいるようですけれども、そう

いった中で県のそこに対する、これは実際言

うなら今は高架事業の担当のほうですけれど

も、県がやっぱり企画、地域振興あたりとも

連携をしてやっていかなければいかぬと思う

んですけれども、今人のかかわり合い方はど

ういうふうな形でかかわっていっておられる

か、そこをちょっとお尋ねします。 

 

○松永鉄道高架推進室長 高架下の利活用に

ついては、今委員からお話があったように、

少しずつ状況が、要望等が上がってきている

ような状況でございます。今後県としまして

も、県の中でも地域振興課と連携しながら、

熊本市、県そしてＪＲ九州と検討・協議して

いくこととしております。 

 

○荒木章博委員 やっぱりこれは熊本市が窓

口としてかかわり合って、ずっと地域に話を

して要望を受ける、県の今置かれている立場

はどういう状況かということなんです。ただ

相談している、どのくらいの要望、意見、そ

ういうあたりも、トップ会議においても両知

事、市長という一つの枠の中で進めていかれ

るけれども、高架下の利用というのは大変な

利活用状況があると思うんです。 

 ある程度の県は県の姿勢の中、県議会の要

望とか、そういうのも含めてどういう形でか

かわっていくのかということで、高架事業だ

けではそれはできないと思うんです。だか

ら、地域振興あたりはどういうふうにかかっ

ていくんですか、課長。 

 

○吉田地域振興課長 先ほど松永室長からも

答弁ありましたけれども、まずは事務的に市

やＪＲと話をしっかりしていくということか

と思っております。まさに、高架下の利用と

いうのは地域貢献的な要素も当然ございます

ので、そこについては幸い我々トップ会議と

いう枠組みを持っておりますので、トップ会

議の議題とするかどうかは別としましても、

そういう枠組みの中で最後しっかりとオーソ

ライズをして、こういうふうに活用をしてい

こうということを、行政が一緒になってつく

っていくという形になっていくことと思って

おります。 

 以上です。 

 

○荒木章博委員 今の課長の意見で僕は了と

するんですけれども、これは将来において大

事な区間事業なんですね、高架下の事業とい

うのは。ぱっと15％利用していいということ

で、今言いましたようにエリアは、あれ9,00

0平米ですかね、土地の利活用の状況という

のは。ですから、そういったところも、より

積極的に最初のうちから入っていかれない

と、決まってしまったということではなく

て、積極的に地域振興あたりもこれに加わっ
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ていただいて、取り組んでいただきたいなと

いうふうに思っております。 

 もう一つ、32ページですけど、パーソント

リップの調査、課長にお尋ねするんですけれ

ども、１億4,000万かけて調査をやられて、1

04万人の県民の方に調査依頼をして、12万人

の回答を得たということで、この動きの現状

ですよね。どういうふうな――動向もいろん

なのがある程度今分析ができた、少しはでき

たというふうに思っておるんですけれども、

どのくらいの形でその分析あたりも調査をさ

れて今認識をされているのか。 

 それとまた、それに対する公表とか最終プ

ラン、そういうのをどういった形で、人の動

きとか、それも含めて――これは大事な事業

だと私は思うんです、これだけの金をかけ

て。そういったときはどういう終着点の考え

方、これは各課全課にまたがるような事業だ

と思うんですよ、このマスタープランという

のは。そこあたりをちょっとデータの回収含

めてお尋ねしたいと思っています。 

 

○平尾都市計画課長 今委員から御質問があ

った点でございますけれども、去年の今、パ

ーソントリップ調査をさせていただきまし

て、現段階では、その集計の単純集計という

ところまではお答えできますが、その集計に

対しまして今、解析評価等をやっているとい

う段階でございます。 

 最終的には、26年度に都市交通マスタープ

ランの作成に結びつけていきたいということ

でございますが、現段階で申し上げられるの

が、直接的な集計結果を求めますと、確かに

高齢化率が上がってきているというような状

況の中、それと高齢者の方々のトリップ数、

これは出かけられて、特に60歳以上の方々の

外出頻度が高くなっていると。なおかつ高齢

者の方々の交通手段ですね、交通手段が非常

に割合が高くなっている。 

 と申しますのが、前回パーソントリップ調

査をやっておりますのが平成９年でございま

す。その時点から比べますと、非常に高齢者

の方々のトリップ数が多くなってきている、

なおかつ自家用車の依存率がそこの部分が高

くなってきているということでございます。

そういうことは、ざっくりしたところでつか

んでおります。 

 今後のマスタープラン策定に当たりまして

は、やっぱり人口減少という社会背景、また

今までは量という観点が強かったんでしょう

けれども、質という観点でも対応せざるをい

けなくなってくるだろうと。 

 先ほどから申します高齢者対策ですね、例

えばそういう自動車から公共交通機関へのシ

フトの策をどのように講じていくかというふ

うなことを総合的ににらみながら、マスター

プランのほうの作成につなげていって、来年

度施策の評価等を行ってマスタープランを作

成していきたいというふうな考えを持ってお

ります。 

 

○荒木章博委員 それは、前回は９年で、周

期としては大体10年間隔ぐらいか、５年間隔

ぐらいかで今後やられるんですか。 

 

○平尾都市計画課長 はい。マスタープラン

自体が、都市圏の交通のおおむね20年後の将

来を描いてまいります。では、今なぜマスタ

ープランの改定かというふうなお話になりま

すけれども、先ほど申しました社会背景とし

て非常に高齢化が進んでいる事情背景が出て

くる、また少子化も進んでいるという現実を

踏まえて、また本県におきましては九州新幹

線が開業した、それと熊本市が政令市になっ

たというふうな、時系列的にもかなり、９年

から十数年たっておるという時期も踏まえま

して、そういうふうな社会背景等も変化して

きたということでパーソントリップ調査を行

わせていただいて、都市交通マスタープラン

の改定を行うというふうな動機づけでござい
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ます。 

 

○荒木章博委員 今言われたように、政令市

の状況とか、道路網の整備とか、九州新幹

線、交通体系がかなり変わってきて、今から

が国や県の考え方をどういうふうにプランを

出していくかということは、これは今からの

大事なことだと思って、だから信号機の取り

つけも含めて、どういった機関で交通体系を

回していくか、また経済波及にどういうふう

に取り組んでいくかということですので、今

後もこの取り組みは私は一つ一つ解析をしな

がら進めていきたいと思います。 

 もう一点、委員長いいですか。それを含め

て前半にちょっとお尋ね。 

 パークアンドライドの件が出ておりますけ

れども、これ36ページですけどね。イタリア

あたりのパークアンドライド、駐車場が数千

台の中で、都市の機能が熊本とは違いますけ

ど、かなりパークアンドライドの駐車場の利

用率というのが高いわけですけれども、この

67％というのは私は非常に高いというふうに

思うんですけど、稼動率がですね。そういっ

た中で、百花園のゴルフ場前の７台というの

はどういうもんなんですか、今後の見込みで

すね。 

 

○平尾都市計画課長 先ほど申しましたよう

に、都市圏交通というのは、委員からも御指

摘ございましたように、いかに公共機関にシ

フトしていくかというのは重要な課題だと私

ども認識しております。 

 そういう観点で、パークアンドライド、こ

この全体的な稼動率67％は高いというありが

たい御意見いただいたんですが、数字、この

資料には掲載しておりませんが、全体的なと

ころからお話し申し上げますと、平成23年度

の年間的な平均稼動率というのが56％でござ

います。平成24年度の平均稼動率が60％、36

ページに記載しておりますように11月現在で

は67％と、稼動率は右肩上がりを呈してはお

ります。 

 そういう中で、今、表に挙げております箇

所のパークアンドライドの箇所でございます

が、これにもいろいろ使い勝手がいいところ

とか、ちょっと料金の問題だとかございまし

て、個別の切り出しで百花園ゴルフ場前と申

しますと、なかなかバス停が遠いという位置

関係の問題が１点。それと、百花園が始発の

バス停ではないもんですから、なかなかそこ

で乗ってもバスに座れないというふうな事情

背景がちょっと絡んでいるような形でござい

ます。 

 

○荒木章博委員 今後、こういうパークアン

ドライドのシステムを、よその場所にもまた

ふやしていかれる考えはないのか、ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

 

○平尾都市計画課長 その点につきまして

は、37ページのほうで今、丸ポツ一番下と下

から２番目でございますが、事業者への利用

促進の働きかけだとか、既に運用中の駐車場

への改善の働きの中に、アンケートという単

語を入れさせていただいておりますが、実は

アンケート調査をとっております。そのアン

ケート調査で、いろんな今集計解析中でござ

いますが、まずはどういうふうな問題があっ

て、どういうふうなところにてこ入れすれば

稼動率がより上がるか、その委託の中で新た

なパークアンドライドの適地がないかという

ようなことも今検討中でございます。 

 

○荒木章博委員 最後に、やっぱりいろんな

アンケートとか解析をされて、より積極的に

できるところは熊本県内取り組んでいただき

たいというふうに私は思うものですから、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 
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○小早川宗弘委員長 ほかに。 

 

○鎌田聡委員 済みません。38ページの乗り

継ぎ円滑化で、ＩＣカードの関係が出されて

おります。前回の議会の中でも議論になりま

して、方向性としては、熊本市電のカードと

バスのカード２枚持って、全国の主要カード

もバスでも使えるようにやっていこうという

ような議論が、今協議会で進められていると

思いますけれども、費用負担のあり方とか、

費用の額をめぐってまた少し議論になって、

県がその調整をやってくれというような話に

なったと聞いておりますけれども、今後どの

ように県として調整していくのか、あと費用

負担も含めて県もやっていくのかどうか、こ

の辺もちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 

○中川交通政策課長 ＩＣカードにつきまし

ては、今現在取り組んでおりますのは、委員

から御指摘もありましたように、熊本市の公

共交通会議の中でずっと議論をいたしました

結果、ちょっと繰り返しになりますけど、２

つのタイプでいくということになりまして、

その２つのタイプをいかに利用者にとって使

いやすくするかという観点から、さらに具体

的にも技術的な点も含めて議論する場という

ことで、連絡会議というのを今設置いたして

おりまして、11月の26日に第２回目が開かれ

たところでございます。 

 その中で議論することとしましては、まず

バス事業者はコスト面等を考えた中で地域型

選んでおりますが、このカードが全国相互利

用型を選んだ市電でも使えるようにするこ

と、それがまず１点目でございます。 

 ２点目はその逆でございまして、全国の相

互利用型となった市電のカードが、バス事業

者が用意する地域カードのほうでも使えるよ

うな環境をつくるというのが２点目でござい

ます。 

 ３点目で、現在十数年前に導入いたしまし

たＴo熊カードというのがございますが、こ

のカードにサービス機能をできるだけ維持で

きないかという観点、そして最後にさらに加

えて、このＩＣカードの導入によって、現在

よりも利便性がよくなることがないかと。 

 この４つに絞って、今連絡会議をずっとや

っております。その中で、あらかた概要が見

えてきているんですけれども、今御指摘あり

ましたように、導入費用というのが前回、11

月26日示されていまして、全国相互利用型の

カードを地域カードで読めるようにするた

め、いわゆる片利用という言い方をしますけ

れども、それのコスト７億8,000万というの

が示されておりますが、この費用の検証を今

関係者でしているところでございます。具体

的に言いますと、何か工夫をすることで少し

でも下げることができないかとか、そういう

観点から技術的なことまで踏み込んで、私ど

も県のほうが調整役としてその作業を行って

いるところでございます。 

 その詰めができました時点で、全容が見え

た時点で、今後どうするかというのはその時

点で、もう一度しっかりうちの県庁内で協議

をしたいと考えております。 

 現状、以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですか。これは大体

いつぐらいまでに、報道によると、早目に結

論を出さないとカードの開発業者のサービス

開始が少しおくれる、片利用が来年から再来

年になるんですかね、おくれるというような

ことも言われているみたいですけれども、そ

れを全部が全部言うことを聞く必要はないと

思いますけれども、ある程度のところで結論

出して調整かけていかないと、かなりまたそ

こがずれ込む可能性はあると思いますけれど

も、いつぐらいまでにやろうと思っているん

ですか。 
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○中川交通政策課長 私どもも、今現時点で

事業者等から示されている導入時期ですね、

それができるだけ実現できるようにと思って

おりますので、今私が御説明しました調整等

もできるだけ早くやりたいと思っています

が、一つの目安は年内ぐらい目指しておりま

すが、その調整の過程で何かさらに工夫でき

る余地が見えてくれば、それをやったほうが

全体としてコストが下がるということで、今

のこの調整といいますのは、事業者も同じテ

ーブルに入って協議しておりますので、最終

的にその導入時期というのは事業者も承認し

た上での結論になると思っています。 

 いずれにしましても、私どもとしまして

は、できるだけ早目に方向性が見えるように

しっかり調整していきたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですかね。いずれに

しろ、利便性から考えると１枚のカードで全

部やったがいいんですけど、いろんな費用負

担とかメンテナンスのコスト維持、これは事

業者も耐え切れない部分もあったかと思っ

て、片利用というやり方で方向性ができたと

思いますけれども、さらなる費用負担となり

ますと、それは事業者もかなりまたきついで

しょうし、またそこに税金を突っ込んでいく

ことに対しても、それはいろんな理解も必要

になってくるとかと思いますけれども、非常

に悩ましい調整になるかと思います。 

 ただこの機会に、そういったやっぱり全国

カードが市内でも、県外のお客さんもきちん

と地域のバスで使えるような状況は、この機

会につくっていただきたいと思いますので、

ぜひ費用も抑えながらそういったバランスも

含めて対応していただきますようにお願いし

ておきます。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかにありませんか。 

 

○早田順一委員 44ページ、九州新幹線を活

用した地域振興に関する件でお尋ねしますけ

ど、45ページの、１日の新幹線のお客さんの

数の平均が出ていますけど、これは24年度の

平均というのはないんですかね。これが一番

新しいんでしょうか。 

 

○中川交通政策課長 今、45ページの上の横

長の表をごらんになられていると思います

が、開業２年目でありますのが平成24年度で

ございます。表の一番左端の部分でございま

す。博多－熊本間でいきますと、トータル90

9万人送ってもらって…… 

 

○早田順一委員 その下ですよ。 

 

○中川交通政策課長 失礼いたしました。各

駅の乗降は、24年度の数字というのは、現時

点ではまだＪＲのほうからは届いておりませ

ん。と申しますのが、開業時点ではＪＲのほ

うも、これはカウントの仕方というのがかな

り大変なようでございまして、ツアーとかで

移動する方の分は、全国の旅行業者が使った

分というのは集計する必要があるというのも

あります。要は、改札機を通らない分のカウ

ントをどうするかというので、ものすごく集

計に時間がかかるということでございまし

て、それをやるとかなりコストがかかる、そ

れをやることによってですね。 

 ＪＲ自身も、節目節目で動向はしっかり把

握していきたいということで調査はされると

いうことでございますが、今の時点ではまだ

24年度の各駅ごとのデータまではこちらまで

届いておりません。私どもも引き続き要望活

動等をする際に必要ですので、これは節目節

目でトレンドが見えるように、情報を下さい

ということを働きかけているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

 - 15 -



第14回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成25年12月12日) 

 

○早田順一委員 ちょっと私が聞いたのが、

全体的には１％の増ということでありますけ

ど、各駅によって格差が出てきはせぬかなと

いう思いがしたもんだからですね。というの

も、前も言いましたけど、新玉名が大阪直通

が３本しかないんです。各自治体で要望はさ

れているということですけども、こういう影

響が出ているのか出ていないのか、そういう

のを知りたかったもんですから、データがで

き次第教えていただければと思います。 

 

○中川交通政策課長 はい。 

 

○小早川宗弘委員長 よろしいですか。ほか

に。 

 

○東充実委員 27ページの空整協というんで

すけども、財団法人の環境対策事業の交付状

況、これは毎年1,000万単位で増減があって

いるんですけど、これは何かの基準かなんか

あるんですか。 

 

○中川交通政策課長 空港環境整備協会の環

境対策事業は、どういうものに対して支援を

するかというメニューが一応ございます。毎

年県で要望するもの、それから周辺市町村か

ら要望するものございますが、その年度年度

で差が出ていますのは、その年度に空港環境

整備協会が示しているメニューに当たる事業

がない場合は、ちょっと落ちたりします。 

 周辺市町村もできるだけこの事業を活用し

たいということですので、精いっぱい知恵を

絞って要望しておりますが、その年度によっ

ては該当しない分が出てくるとでこぼこが生

じておる、そういう状況でございます。 

 

○東充実委員 ということは、裁量権は、市

町村からこうやった形でメニューというのは

上がってきたのを、県でメニューを何という

か精査するというか、そんなんですか。市町

村からいっぱい上がってくるでしょう。 

 

○中川交通政策課長 市町村から私どものと

ころを経由するようになっています。その際

に、市町村から出てきている分について、ち

ゃんとメニューに沿っているかというのはチ

ェックするようにはいたしております。 

 以上でございます。 

 

○東充実委員 中には消防ポンプとか、そう

いうのもあるけど、結構幅広いんですかね、

上がってくる内容というのは、中身が。消防

ポンプ車でも環境的にはいいんですね。 

 

○中川交通政策課長 周辺市町村のほうも、

メニューというのは長年のことで承知してお

りますので、基本的にはメニューに沿ったも

のが上がってきております、最近の情報とし

ましては。ただ、例えば大きく落ちていると

ころなんか、上げていたけれども、要求側の

都合でその事業ができなくなったということ

で引き下げて、結果として実績としては下が

ったと、そういうのが結構過去ございまし

た。 

 以上でございます。 

 

○東充実委員 あと一点、28ページなんです

けども、航空機の騒音監視体制、これに移設

とか新設とかあるけど、これは今航空機の性

能もよくなって、何といいますか短く、ショ

ートカットというんですか、小さくおりてき

たり曲がったりがあって、これは場所を変え

たわけですか、新設というのは。 

 

○中川交通政策課長 新設は、新たに監視体

制を強化するために、市町村と協議しまして

観測機器がつけられるような場所を探して、

今ここでいきますと例えば菊陽町の公民館と

か、それに移設するのはまさに新設でござい
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ます。 

 移設につきましては、今までつけていたと

ころが、例えばそこの建物を触ることによっ

て観測機器がつけられなくなったと、その代

替施設を周辺で探すような場合を移設という

表現で書いております、整理させていただい

ております。 

 以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかにありませんか。 

 

○橋口海平委員 済みません、18ページ、中

国線、台湾線とあるんですが、中国線の上海

の定期便、東方航空が週３便目指していると

いう話があるんですが、現状と今後の取り組

みについて記載されてないので、教えていた

だきたいと思います。 

 

○中川交通政策課長 中国東方航空につきま

しても、私ども台湾線と同様中国のほうにも

しっかり１ラインつくりたいということで、

中国東方航空も含めさまざまな中国のエアラ

インに働きかけているのは事実でございま

す。接触もしております。 

 ただ、先ほどおっしゃられたのは、さきの

新聞記事のことかと思いますが、私どももそ

の後、東方航空に新聞記事のことについて確

認、問い合わせをさせていただいております

が、現時点ではまだ具体的に話せることはな

いということで回答を得ているところでござ

います。引き続き私どもは、台湾線とあわせ

て中国線につきましてもさまざまなエアライ

ン、さまざまな路線の可能性を探るべきを働

きかけていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員長 よろしいですか。 

 

○小杉直委員 せっかくですけん、成尾さん

にちょっと。 

 47ページから「くまモン」についてずっと

説明があったですたいね。そして、一言で言

うならば、国内、国外まで盛んに活躍して、

経済効果等ももちろん活躍していただいて、

バカラとかなんとかのそういうふうな製品ま

でできて、熊日さんには４コマ漫画まで掲載

していただいて、我々は自信と誇りを「くま

モン」に持っておるわけですが、県民の人か

ら、何か四、五日前にテレビでありよった、

私ちらっと見ましたが、ゆるキャラ大会があ

って、よその県が１位になっとっとですたい

な。 

 

○浦田祐三子委員 過去に……。 

 

○小杉直委員 殿堂入りしとっと、「くまモ

ン」は。（笑声） 

 ほんならせっかくだから……。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 今ござい

ましたように、ゆるキャラグランプリにつき

ましては、2011年度にグランプリを取ったと

いうふうなことでございますので、ほかのゆ

るキャラの皆さんに機会を提供するというこ

とで、その後は今お話が、殿堂入りといいま

すか、アンバサダー的な位置づけでやってい

るところでございます。 

 ちなみに、民間のＲＪＣリサーチというリ

サーチ会社がございまして、こちらが実施い

たしましたＰＲキャラクター、これは企業の

キャラクターも含めてなんですけれども、Ｐ

Ｒキャラクターブランド調査2013におきまし

て、「くまモン」が全300キャラクターのうち

に第１位と、ソフトバンクのお父さん犬あた

りが２位に入っているんですけども、こうい

うふうなことでございまして、ほかの企業キ

ャラクターも踏まえた中でも、「くまモン」

の認知度というものがトップに位置づけられ

るほどに今人気の高まりもございますので、

私ども今後はこの勢いを利用いたしまして、
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本当に県内の観光振興、物産振興それから何

といいますか、まさに熊本県民の皆さんの自

慢といいますか、誇りの醸成等を踏まえまし

て、県民の総幸福量の最大化に向けて、今後

も引き続き努力してまいりたいと考えている

ところでございます。 

 以上です。 

 

○小杉直委員 わかりました。私自身も、殿

堂入りして別格扱いになっとるということを

認識して、質問の……。（笑声） 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 ありがと

うございました。 

 

○荒木章博委員 今「くまモン」の話が出ま

したもんですから、「くまモン」のことでで

すね。この前ハーバードに行きましたね。あ

れ予算は、500万の予算を計上されたんです

かね。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 はい、お

っしゃるとおりでございます。 

 

○荒木章博委員 だから、今からもやっぱり

そういう――あれは予算化されてなかったん

でしょう。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 おっしゃ

るとおりでございます。国際課のほうが実は

窓口で、ハーバード、ボストン、ニューヨー

クのほうに参りましたけれども、政策調整費

等を活用して行っております。 

 

○荒木章博委員 今からやっぱり突然海外に

も予算というか、そういう海外進出じゃな

い、国際課のほうでやられることは、今後も

あるということで理解していいんですかね。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 済みませ

ん、国際課につきましては今後どういうふう

になるかわかりませんけれども、一応海外展

開につきましては、私どもの課で「くまモ

ン」のプロモーション予算というものがござ

いますので、その枠組の予算の範囲の中で、

適宜選択してやってまいりたいと考えており

ます。 

 

○荒木章博委員 ということは、ブランド推

進課は、中心としては国内ということで見て

いいということですか。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 いえ、必

ずしもそうではございませんで、私どもの予

算の枠組の中で、例えばことしですと、フラ

ンスのほうのジャパンエキスポ等にも行かせ

ていただいた、あるいは当課の予算の中でや

っております。ハーバードのほうが、ことし

臨時的に生じた催事だったというふうに御理

解いただければと思います。 

 

○荒木章博委員 だから、臨時的に行く可能

性があるなら予算化ばある程度、500万の予

算をつけるわけだから、また何か行ったら、

どこか行ったらまた500万とか、ぼんぼんぼ

んぼん、もちろん行ってやられるのは非常に

いいことだけど、やっぱり議会という視点の

ある程度のこれは報告、何をやったのか、何

がどんなことができたのかと一切報告がな

い。いや、それは一部あったかもしれぬよ、

僕にはない。だから、この委員会ぐらいに

は、委員長、どうですか。（笑声） 

 

○小早川宗弘委員長 ぜひ報告していただき

ますように要望します。 

 

○荒木章博委員 お願いしたいと思います

よ。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 申しわけ
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ございません。おっしゃるとおりだと思いま

す。今後そのような機会、委員会の場を通じ

まして、報告のほうはさせていただきたいと

思います。 

 

○荒木章博委員 委員長、これはあってない

と思うんです、議会にも。だから、せっかく

いいことをやられるなら、こういうシステム

で、こういうことで、こういうハーバードの

人たちやら、国際的に大使館に行ったとか、

領事館に行ったとか。パリの鈴木大使も、

「くまモン」が来ましたということは一番に

言われたんですよ。 

 ですから、やっぱりそういう波及効果はあ

るんだけれども、議会に対する予算の説明責

任は、「くまモン」がすばらしいし、今度海

老蔵さんと出て歌舞伎をやるとか、非常に努

力されているんですよ。しかし、されている

けれども検証も必要です。ただ、ハーバード

行きました、よかったですと。悪かったとは

言わぬと思う。だけん、そこはきちんとやっ

ぱりやるべきだ。 

 そこで、ひとつお尋ねなんですけど、49ペ

ージに、今まで「くまモン」が熊本と関連が

強いものの、これまで行ったことがない地域

等を訪問するということで、今度計画を立て

ているようですけれども、これはどういった

関連ですか、鹿児島、青森、福島、長野、山

形というのは。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 これはそ

れぞれの各県のほうから、この件に限らない

んですけれども、全国的な「くまモン」人気

の高まりによりまして、各県から「くまモ

ン」に来てほしいというふうな依頼があると

ころでございます。実は、若干脱線します、

先だって名古屋の市議会におきましても、河

村市長に対して、ぜひ市のイベントに「くま

モン」ば呼んでくれぬだろうかというふうな

お話も出ているぐらいでございます。 

 このようなことに対応するために、私ども

もそれぞれの県に、例えば熊本とのつながり

を求めていくことによりまして、各県と熊本

とのつながりを県内の皆様、それからそれぞ

れの県の皆様にもアピールしていくというふ

うな取り組みで、この「くまもとから元気を

プロジェクト」というものをやっているとこ

ろでございます。 

 例えば、青森県の例でいきますと、実は青

森県の初代の県知事が熊本出身だったとかい

うふうな、そういう事実がこのプロジェクト

をしてわかってくるところでございます。例

えば、山形におきましては、これは加藤清正

公とのつながりが非常に深いというふうなこ

ともありますので、こういうふうなところを

訪問して、私どものほうがネット等を通じま

して報告をすることで、相互の連携を深めて

いけばというふうに考えていることでござい

ます。 

 

○荒木章博委員 これは私は非常にいいこと

だというふうに思います。 

 

○成尾くまもとブランド推進課長 ありがと

うございます。 

 

○荒木章博委員 今、山形県の加藤清正とい

うのは、課長が知ってか知らんで、私に言い

なはったが、（笑声）わからぬと思うけど、

吉村知事もこの前、２時間半ぐらい加藤清正

の100周年ということで、議会でもちらっと

言ったんだけれど、庄内の、大正２年に結成

したものに感動してですね。ですから、歴史

的背景の中で、山形県民が熊本との感動の秘

話が今あって、１月３日ＲＫＫで30分の正月

番組でこの件は放送されるやに聞いておりま

すけどね。 

 だから、余りイメージを壊さぬように。イ

メージを壊すというといかぬけれども、そう

いう演出の仕方もしっかり考えてやっていた

 - 19 -



第14回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成25年12月12日) 

だきたいというふうに思っております。 

 以上、なければ後で……。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに。 

 

○浦田祐三子委員 済みません。熊本駅周辺

整備の件でお尋ねをさせていただきたいと思

います。 

 このペデストリアンデッキですね、今もう

設置されていますけど、将来的に駅から直接

渡れるような形になるんでしょうか。 

 

○松永鉄道高架推進室長 今のところ、そう

いう計画はないと聞いております。 

 

○浦田祐三子委員 視察のときに、ママカリ

フォーラムでしたか、あのとき岡山駅から直

接、駅からそのまま建物まで歩いていけたん

ですけれども、非常に便利だなと思いました

し、例えば利用者目線でいけばかなり勝手が

いいと思うとですね。１回駅から出て、また

外に出て上っていくよりも――この前森都心

プラザのほうにちょっと行かせてもらったん

ですけれども、非常にいい施設だと思いま

す。また利用客もふえるんじゃないかなと思

うんですけれども、そういう視点で計画して

あるのかなと思ったんですけれども、今後も

う間に合わないですよね。 

 

○松永鉄道高架推進室長 今計画しています

駅の構造からいくと、なかなか２階からとい

うのは厳しいかなと思っております。 

 

○浦田祐三子委員 済みません。おもてなし

という観点で非常に期待をしつつ質問させて

いただきましたけど、今後何かそういった形

で、将来的にそういうのを見据えた上で計画

をしていただければなと思います。 

 済みません、委員長、また別でもう一点。 

 

○小早川宗弘委員長 どうぞ。 

 

○浦田祐三子委員 56ページ、「くまもと・

ふろモーション」についてお尋ねさせていた

だきたいと思います。 

 済みません、10月１日から「ふろモ課」が

設立されたということですけれども、この事

業の中でまだ10月からということですけど、

この事業の成果として、あと「平日ふろぐら

む」について、少し説明をしていただければ

なと思います。 

 

○渡辺観光課長 遊び心ですね。「ふろモー

ション課」というのをつくったわけなんです

が、先行して鹿児島が「ゆ活」、大分県が

「おんせん県」、非常ににぎわっております

けれども、実は熊本県も源泉数でいけば全国

５位ということで、非常に温泉豊かな県でご

ざいます。それを何とかしてアピールしたい

ということで、１位は大分、２位は鹿児島な

んですけど、おくれをとらないためにも、し

っかりと熊本の温泉を全国の皆さんに発信し

ていくという視点から、こういう取り組みを

始めました。 

 特に、切り口をいわゆる温泉の効能といっ

たところに焦点を当てまして、いろんな成分

を研究した上で、美肌効果、あるいは癒やし

効果、あるいは子宝の湯、そういった３種類

に分類をしまして、それぞれ各温泉地がどう

いう分類に当たるかということで、そういっ

た読本を今作成しておるところでございま

す。 

 また、まず熊本を身近なお風呂と、自分の

内湯みたいな感じで、特に熊本に来る福岡か

らのお客さんが３割ございますので、福岡、

特に女性層を狙って、平日でもゆっくりお風

呂に入りにきてくださいと。まず、新幹線で

来ていただくならば新玉名でおりていただい

て、玉名、山鹿、菊池あるいはその他の温泉

地域にもどんどん来ていただくような、そう
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いった切り口にしたいということで、このふ

ろモーション活動を始めた次第でございま

す。 

 

○浦田祐三子委員 「平日ふろぐらむ」は…

…。 

 

○渡辺観光課長 「平日ふろぐらむ」、は

い、これは日本旅行の旅行商品で12月から売

り出しておりますけれども、平日に玉名温泉

に来ていただくための旅行商品をつくりまし

て、ゆっくりと何軒かお風呂をはしごしてい

ただいて、ゆっくりお食事していただいて、

朝から福岡に出勤していただくというような

コンセプトですね、（笑声）「平日ふろモーシ

ョン」というのを考えております。 

 

○浦田祐三子委員 大変遊び心のある企画だ

と思います。また、私もしっかりＰＲに努め

ていきたいと思いますので、今後またおもし

ろい企画をどんどん出していただいて、熊本

の温泉の認知度を上げていただければなと思

います。 

 

○小早川宗弘委員長 よろしいですか。 

 

○浦田祐三子委員 はい。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかに。 

 

○平野みどり委員 済みません、基本的なこ

とを知らないので教えていただきたいんで

す。スマートインターチェンジ、宇城氷川の

工事も進んでいて、この前運転席から、ああ

できているなと思ったわけですけれども、今

後高速を運転する際は何カ所かこういうのが

出てくると、それに出入りされるための路線

のチェンジみたいなことも気をつけて運転し

ないといけないなとか思っているわけですけ

ど、スマートインターチェンジは、ローカル

の路線から高速に入っていくときに、ＥＴＣ

が搭載されている車しか行けないわけです

ね。 

 実は、私は、ＥＴＣつけてなくて、障害者

手帳の割引のほうで半額なので、そっちのほ

うがよくていつも行くわけです。そうする

と、ＥＴＣが搭載されていませんとか車のほ

うが言うわけです。もちろん、通常人がいる

ほうというか、自動で券をとるほうに行くわ

けですけど、今後スマートインターチェンジ

ができていくときに、高齢の方たちとかが間

違って、ＥＴＣが搭載されていないのに入ろ

うとして立ち往生とか、そういうことはない

のか、そこら辺はそういうことがないような

仕組みがあるのか、そこら辺をちょっと教え

ていただきます。 

 

○手島道路整備課長 当然ながら誤進入とい

うのはあるというふうに考えております。誤

進入の場合は、その先で戻れるような形にな

っております。退出というんですか、できる

ように整備されています。 

 それとか、もう一つは、ＥＴＣで人がいな

いもんで、何か考えられないようなことが起

こる場合もありますね。そういう場合には別

のインターチェンジから…… 

 

○平野みどり委員 おりていただく……。 

 

○手島道路整備課長 いや、おりるのではな

く、そういうところから来て対応するという

ようなことで考えられている。スマートイン

ターというのは、基本的にできる限り人件費

を減らしてやるということで、小さいインタ

ーチェンジをつくるというイメージだもん

で、どうしても無理は幾らかは生じますけれ

ども、そこは利用者のほうでお願い、頑張っ

ていただくという形に今のところ考えるとい

う整理になっているということです。 
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○平野みどり委員 間違いはもちろんあると

思うので、とにかく事故につながらないよう

に、玉突きだなんだとか、そういうことが起

こらないように何かよろしくお願いします。 

 

○手島道路整備課長 それにつきましては、

県警とも十分に打ち合わせして今計画をやっ

ているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員長 ほかにありませんか。 

 

○堤泰宏委員 まず、さっき荒木委員からち

ょっと御質問がありました知事の海外のあれ

ですね、500万というお話だったですけど

も、行かれることは本当にいいことであると

思います。 

 ただ一つ、皆さんに聞いていただきたいこ

とがあります。私は去年の10月、２週間ヨー

ロッパに行ってきました。それで、議会事務

局に御相談しましたところ、旅費は政務調査

費で上げていいですよということで私上げた

んです。詳しい報告書もつけてくれというこ

とでつけました。何月何日どこに行って誰と

会ったと、それをつけました。で、安心しと

ったところ、西日本新聞からしつこいしつこ

い。本社からかかる、こっちの担当記者から

かかる。（笑声） 

 それで、私答えたんです、何月何日はロン

ドンのどこに行って、国会議事堂のあすこで

誰に案内受けてどういう話をしましたとか、

それを疑って聞くんです、あなたは本当にそ

れに行きましたかとか。余りしつこいから、

あとは、あんた大学はどこ出とるのかとか、

（笑声）学生のときは学生運動をやっとった

んじゃないかとか、私余り頭にきたから言っ

たんです。そしたら、堤県議の人間性がわか

りました、あなたの人格がわかりましたと言

うて電話切ったですもんね。 

 それで、何で私がこういう話を持ち出した

かというと、海外に行くということは、みん

な非常に興味を持っています。ですから、透

明にしておきませんと、後から何かマスコミ

あたりから――マスコミは突かぬと思います

けども、あったときには私みたいに不愉快な

思いをせにゃいかぬ可能性があります。 

 最後に、彼が言ったことは、あなたは昔ヨ

ーロッパにおったときのお友達のところを訪

ねたんじゃないですかと言ったんです。私は

頭にきてですね。ですから、そういうことも

あるということを今思い出したから、ひとつ

お話をさせていただきました。 

 それから「くまモン」のことです。成尾課

長のとこばかりで、小林局長には質問しませ

んので……。（笑声） 

 「くまモン」の所期の目的ですね、一番最

初、何でこの「くまモン」をつくったのか

と、原点に私は時々返るべきじゃないかと思

います。お金をかけられるのは、効果が十分

あっているような感じがしますのでそれでい

いんですがね。 

 今、楽天の田中投手が非常に好調ですね。

そのときに、甲子園で優勝決定戦で投げ合い

をしましたあのハンカチ王子、あの人は日本

ハムに行っても全然だめですね。あれは大学

に入って肩を使い過ぎたんです。周りの人が

かなりとめたというんです、投げさせちゃい

かぬと。しかし、やっぱり彼は人気があるも

んだから、遠征試合でほとんど投げにゃいか

ぬわけです。肩を大学のころ使い過ぎて、プ

ロに入ったときには肩が壊れていたようで

す。 

 ですから、余り使い過ぎると、（笑声）人

気が短期間で落ちたら、せっかく立派なもの

を考え出して、使い方も皆さん考えたがいい

と思うです。要請があればどこにでもばんば

ん出して――最初が大事と思うです、売り出

すまでは。売り出したならば、やっぱりポイ

ントを決めてぶち込んでいかぬと、常に出し

とれば肩を壊すと思うです。「くまモン」と
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野球のピッチャーでは一緒かどうかは私はわ

からぬけど、（笑声）ここは委員会ですから

……。 

 それから、これは成尾課長の答弁。文書に

片仮名が多いですね。（笑声）非常に片仮

名、英語を日本語に訳した片仮名言葉です。

見れば次々出てきますから、どれとはちょっ

と言われぬですね。全部片仮名ですもんね。

48ページを上から行きますと、フランス、ジ

ャポンエキスポ出展、これはいいですね。

（笑声）「熊本市と協働してブースを設置

し」、ブース、ブース、これも大体ええかな

と思います。（笑声）それから、パフォーマ

ンスは日本語になっていますね。 

 こんなふうにかなり英語を片仮名にかえた

のがずっと出ていますけども、これが全部わ

かる人はいいけど、なじまぬ人がおると思う

んです。ですから、私はこれもええけども、

昔、日本古来のきれいな言葉も、美しい言

葉、そういうことも考えて使っていただきた

いなと。 

 一番極端なのが、今マンションあります

ね、あれマンションというと、イギリス人、

アメリカ人に言うてもわからないんですね。 

 

○山本秀久委員 アパート。 

 

○堤泰弘委員 みんな日本では当たり前です

けど、マンションといっても、イギリス、ア

メリカではマンションというとわからない。

マンションは大邸宅ですよね。だから、マン

ションの販売なんかいうと、何か大邸宅をぶ

っち切って販売するような、そういうイメー

ジなんです。だから、横文字を片仮名にかえ

るときは、よほどこれは配慮してせぬと、非

常に軽々しく見られるときがあるんです、日

本人というのはこら何じゃろかということ

に。 

 昔、エコノミックアニマルというのがあり

ましたね。これは昔、大昔の言葉ですね、エ

コノミックアニマル。これも外国人誰もわか

らなかったですね。これは日本人がつくり出

した言葉なんです。 

 そういうことも感じましたので、これは委

員会の席だから耳にとめとって、答えはよか

です。（笑声） 

 それから、今度は答えが必要になりますの

で……。高架下の利用ですね、これは39ペー

ジ、熊本市内に私はいつも来るんですけど、

立体交差の下を見て、これは高架下はどうな

るかなと漠然と思っておったですけど、先ほ

ど荒木委員の質疑で、高架下の有効利用の話

が出て、今ちょっとお聞きしたら、高架下の

9,000平米とおっしゃったですね、9,000平米

のうちの15％を熊本県と熊本市に利用を任せ

ると。85％はＪＲが自分でいいようにすると

いうことじゃないかと思います。 

 ここはお金が――たくさん、ちょっとお尋

ねしたいですけど、当初予算が550億円、そ

れから後で606億円、かなり60億ですかね、

この期間は土地の上昇もなかった、用地買収

の土地の価格上昇も。それから資材も今はち

ょっと高騰していますけど、その頃はなかっ

たと思うんですけど、かなり費用がかかって

います。何でこんなにふくれたかなというの

が１つ。 

 それから、今私割り算したんですよ、割り

算。これは計算が間違うとるかどうかわかり

ませんけども、鹿児島本線が６キロ、豊肥線

が１キロで７キロですね、６０６億円を７キ

ロで単純に割ると大体860万ですかね。――

今私キロで言いましたね。キロをメーターに

直すと、１メーター当たり860万かかるんで

すね、これ。メーターに直すんですね。１メ

ーター当たり、この連続立体交差事業の７キ

ロをつくるのに、１メーター当たり860万か

かっています。 

 ですから、これはかなり有効利用しません

と、費用対効果が厳しいんじゃないかと思う

んです。この9,000平米を今度はまた逆に今
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割ってみました、606億で。そうしますと、

大体これが平米の600万かな、平米の600万に

なりますかね、670万。9,000平米の高架下の

有効利用できる面積をつくるのに、平米の67

0万かかっとですね。非常に費用がかかっと

るわけです。 

 ですから、これはかなり利用して回収しま

せんと、高架下だけを利用して回収するとか

じゃないんですね。当然利便性が高まります

ので、そっちのほうは十分目的を達すること

ができると思いますけども、やはり税金をこ

れだけ投入して回収するチャンスがあるわけ

です、この9,000平米の中で。だから行政も1

5％じゃなくて、もう少し介入ができればと

思います。 

 というのが、私たちはこの前、大津駅から

宮地駅前の駅間の電化、今はディーゼルです

から電化の要望にいったんですよ、九州ＪＲ

の本社に。そしたら、熊本－大津間をつくっ

たときに400億かかったと説明がありまし

た。大津から宮地まではまだ積算は余りでき

ていないような感じだったですけれども、莫

大な金がかかると。それで、今熊本駅と大津

間と、大津－宮地間の乗降客の計算をすれ

ば、ちょっと数字は忘れたですけど、数字の

発表がありました。費用対効果でできない

と、そういう話がありました。 

 それに付随して、豊肥線の赤水駅のトイ

レ、それから立野駅のトイレの改修をお願い

したんです。ところが、これも赤水駅を改修

すると150万と言うたかな、立野駅もやっぱ

り100何十万かかるので、費用対効果を考え

るとこれはできないと。では、どうするかと

言うたら、トイレを閉鎖すると、そんなにべ

もない答えだったですね。 

 そういう答えを私聞いていますので、この

巨大な事業の中でＪＲというのは非常に恩恵

を受けて、もう少し住民に、我々に、県民に

恩返しをしてくれていいんじゃないかなとい

う気持ちがしますので、前も私言いました

ね、ＪＲの九州本社に県の職員さんの一番う

るさ型を送り込んでもう少し要望を通さぬ

と、税金だけ投入して、返ってくるのが余り

にも少ないんではないかと。 

 そういう気持ちがしますので、この9,000

平米に、平米当たり670万かかっとるという

ことですね、この空間をつくり出すのに。こ

の話とまた別ですけども、７キロの立体交差

のかさ上げをするのに606億ですか、これを

割り算すると、メーター当たりの860万です

か、これだけお金がかかっとるということを

ぜひしっかり握って、ＪＲといろいろ話をし

ていただきたいと思うんです。 

 もとを正せば、これは言うちゃならぬこと

ですけれども、ＪＲの土地というのは明治・

大正時代に我々の先輩たちの税金で全部買う

とるんですよね、国有鉄道ですから。それを

民営化したときに、そんまま各ＪＲにただで

やっとる土地ですから、私たちはＪＲに対し

てはもう少しいろんなことを要望していいん

じゃないかと思うですね。 

 15％というのはちょっと少ないですね。も

うちょっとたくさん権限をもらって、いろい

ろ有効利用していただきたいなと思います。

それはちょっと答えを、答えができるだけ…

…。 

 

○松永鉄道高架推進室長 まず、費用増加の

要因につきましては６月議会で御説明しまし

たように、駅舎のデザインで変わったという

こと、それと埋蔵文化財で変わった、増加し

たということ。 

 それと、物価上昇が余りないとおっしゃら

れましたが、北京オリンピックが開かれたと

きに鋼材が一時期高騰しましたので、そうい

うものをもろもろ計算しまして約55億ほど増

加しております。 

 それと、今御質問にありました高架下につ

きましては、高架下全体で約８万平米ほどご

ざいまして…… 

 - 24 -



第14回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成25年12月12日) 

 

○堤泰宏委員 9,000平米ではなくて８万…

… 

 

○松永鉄道高架推進室長 その高架下のう

ち、駅の基本的な機能部分などが１万平米ご

ざいまして、残り利用可能な平米数が６万9,

000平米ほど、それの15％ということで9,000

平米ということです。委員がおっしゃるよう

に高架下というのは、地域の住民の方々にと

ってもそうですし、駅の利用者にとっても非

常に貴重な空間だと私たちも認識しておりま

すので、しっかりとその辺は熊本市やＪＲ九

州と協議をしながら、有効利用をしていきた

いと考えております。 

 それから、あと15％の率というのは、国の

要綱では決まっておりまして、熊本市が固定

資産税等を免除するかわりに、15％の面積分

については無償で借り入れるというような仕

組みがございまして、それが15％枠になって

おります。 

 

○堤泰宏委員 それは固定資産税の物納と一

緒ですたい。その免税というのが非常に私た

ちは疑問です。民間でやれば、何をしても―

―今のは固定資産税の話ですね、固定資産税

というのはものすごく重税になってくるんで

す。それを免税といえば、ＪＲはかなり地域

貢献をせんといかぬと思うです。肥薩おれん

じ鉄道までは言わぬですけど、赤字部門は

次々に切り捨てて、150万のトイレも廃止す

ると、電化なんかもってのほかと、まだ積算

もしとらぬというふうなことを言いますね。 

 ですから、大きな利潤を上げる可能性があ

りますから、私はＪＲ本社でも言ったんです

よ、おたくたちは別事業でかなり収益を上げ

とるから、それを鉄道事業に回しなっせと。

それはできないと言うんです。鉄道事業は鉄

道事業で独立採算制でやらにゃいかぬと。そ

ういうところがどうも民間会社になった割に

はわからないですね。株は100％国が持って

いますということを、またすぐに言うんです

よね。そういうことがありますので、やはり

金だけ出していつも県は蚊帳の外と。もう少

しＪＲに乗り込んでいって、いろんな話をし

ていただきたいですな。 

 大津－宮地間の電化の問題も一緒です。こ

の前は阿蘇郡の市町村長と議長、私行ったん

ですけど、帰ってきて、熊本支社では県のど

なたか１人同席してもらいましたけど、これ

は県の大きなあれとしてやっていただきたい

ですね。やっぱり大津－宮地間というのは大

切な、大変なこれは観光のルートにもなると

思いますので……。 

 それ、ほんならちょっと答えを――答えは

要らぬけど、思いを。 

 

○中川交通政策課長 豊肥線の電化ですね、

私どもは、今の熊本－大津間につきましては

10数年前に頑張って、非常に使い勝手のいい

ダイヤになって利用者はふえているというこ

とで、やってよかったなと思っております。 

 今御指摘にありました大津から先につきま

してもしっかり認識しておりまして、以前か

ら機会を捉えて、ＪＲのほうに対しましても

何とかできぬのかという話は、ずっと私ども

からも直接やらせていただいております。 

 ただ、その過程では、前回議員が足を運ば

れた際と同じような形で、どうしてもやはり

利用の状況が大きく差が出ているということ

で、電化をいきなりやるよりも、今スピード

アップとかを図れるディーゼルとかもできて

いるから、そういう車両で現在よりとにかく

利便性をまずできないかと、そういう話も出

ておりますので、私どもいずれにしまして

も、阿蘇方面につきましては全国あるいは世

界からお客さんも来るようなエリアでもござ

いますし、しっかり使い勝手がよくなるよう

な取り組みというのは、引き続き地元と一緒

になってやっていきたいと思っております。 
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 以上でございます。 

 

○堤泰宏委員 費用のことなんか、向こうか

ら積算のことなんか話があっていますか。40

億か幾らやったか。 

 

○中川交通政策課長 もう少し前になります

けど、いろんな前提条件にかえて、非常にざ

っくりとした数字は聞いたことございます。

それこそ、スイッチバックを触るかどうかで

数百億単位になるというのもございますし、

そういうのをやらなければ数十億というよう

な試算もあったやに記憶しております。ちょ

っと今具体にそれが何百、何十億だったかま

では手元に持ち合わせておりませんけど、そ

ういうやり取りは過去した経緯はございま

す。 

 

○堤泰宏委員 スイッチバックは何か観光面

でも、あれはあのまま取っておいたほうがい

いというふうなことをＪＲは言いましたけど

ね。――もういいです。これ以上言うてもＪ

Ｒじゃないですから。（笑声）お願いしてお

きます。 

 

○髙木健次副委員長 第６回の熊本駅周辺整

備に関するトップ会議が開かれていますね、

25年の11月27日に。ただ、今までの経緯を見

ると、第１回から第５回までは非常に頻繁に

行われているんですけれども、22年から今回

の会議まで３年半以上ばかりのブランクがあ

るわけですね。その間に非常に大事なことが

あったにもかかわらず、トップ会議・会談が

開かれてなかったような感じもするんです。

駅前の広場の整備等についても、普通だった

らその辺が一番大事な表玄関ですから、大事

な部分等の会議があってもよかったように思

うんですけれども、やがて４年近くのブラン

ク、何もすることが余りなかったのか、会議

を集めるその辺ができなかったのか。ただし

かし、その辺は一番大事なことじゃないかな

という感じがしますけど、いかがでしょう

か。 

 

○吉田地域振興課長 今、副委員長御指摘の

とおり、トップ会議３年半あいておりまし

た。そのトップ会議がございました平成18年

度当初は、九州新幹線の全線開業を目指し

て、熊本駅周辺における都市機能とか交通機

能のあり方ということを議論しようというこ

とで始まって、当面新幹線開業までというイ

メージで設立されたものでございました。 

 そういう中で、新幹線駅舎とか、あとは西

口駅前広場であるとか、あとは森都心プラザ

とか、あとは東Ａ地区の再開発とか、そうい

うことを議論をしてきたという流れでござい

ました。 

 今回、３年半あきまして、実際に今回は駅

前広場という案件があったものですから、ト

ップ会議開催させていただきましたけれど

も、それまでもやはりトップのほうからも、

県知事や市長からも、やはりこういうトップ

が集まって定期的に課題をしっかり議論して

いくことは必要だということがございました

ので、今まさに副委員長御指摘のとおり、今

後継続的にトップに集まっていただいて、そ

のときの駅周辺の議論をしっかりしていただ

くという形で進んでいくことになろうかとい

うふうに思っております。 

 

○髙木健次副委員長 22年度までは開業に向

けての協議が多かったということですけど、

当然その後にも、39ページにも取り組みにつ

いて書いてありますけれども、街路事業等も

熊本市が政令市になった関係で移行された

と、何か県が入るすき間がその間にだんだん

なくなってしまったような感じがし、こうい

うところは、さっきから意見出ているよう

に、やっぱり県がどしどし主導権を持ってい

けるような対処をするためにも、大事なトッ
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プ会談というのはこれからも頻繁にやってほ

しいと、そういうふうに思いますので、よろ

しく検討をお願いしておきます。 

 

○小早川宗弘委員長 最後にお願いします。 

 

○荒木章博委員 せっかく交通のほうにもや

っぱり……。台湾、韓国の利用が非常に、こ

れは錦織部長を初め小林理事、中川課長あた

りの御努力の結果が一つずつ着々と功を奏し

ていっていると、これはお礼を申し上げたい

というふうに思っています。それとまた、今

後の利用促進について、今後どのように考え

ていこうとされているのか、もう一遍方針等

を。 

 それとまた、修学旅行というのをかなり各

学校取り組んでいくと、かなり多数の人数で

アジアを訪問することができると思うし、ま

たそういうところと、２つ目は、やっぱり学

校同士がアジアに向けて姉妹校を結ぼうじゃ

ないかと、熊本の中高とか、そういうところ

と姉妹校を結ぼうとかいう、そういう話も上

がっているようですけれども、そういったと

ころのバックアップというのは、そういうと

ころも含めてちょっとお尋ねしたいと思いま

す、利用促進について。 

 

○中川交通政策課長 国際線の利用促進につ

きましては、アウトバウンド、インバウンド

ございます。特に、最近力を入れております

のは、好調なインバウンドでございますの

で、それをさらに加速するために、相手国側

の利用者の方に、どうやったら一番届くかと

いうところまで今考えておりまして、特にソ

ウル線でいきますと、アシアナソウル支店な

んかとも打ち合わせしておりますが、テレビ

ショッピングとかがものすごく効果があると

聞いておりますので、現在韓国でのテレビシ

ョッピングの中でこういう商品を売ったりし

ておりまして、これがかなりヒットしている

のが、今のインバウンドが好調に来ていると

いうことでございます。 

 ですので、同じように台湾につきまして

も、台湾のお客様に対してどういうふうなＰ

Ｒしたら届くかというのは、台湾の旅行エー

ジェントさんと話をして、今の連続チャータ

ーがまた継続するように働きかけたいと思っ

ています。インバウンドを今は中心にやりた

いと思っておるところです。 

 また、修学旅行、これは私どもかなり委員

御指摘のように、重点的にやりたいと思って

おります。毎年、非常にアバウトな言い方で

申しわけないんですが、たしか１学年に１万

6,000から7,000人の生徒がいるが、毎年修学

旅行に行っておられます。その方たちのうち

に、ほとんどが国内ですね、９割以上国内で

ございます。 

 現在、３年目になります大津の修学旅行等

も、唯一大がかりに海外に行かれている事例

でございます。ただ、この県立の大津高校の

台湾の修学旅行は、生徒さんが、行かれた方

たちの評判がよくて、その手記みたいなやつ

が学校関係者に広がって、ほかの高校の校長

先生方からも引き合いが来ております。 

 私どもは、これまでもずっとソウル線しか

なかったもんですから、ソウル線を使った修

学旅行を働きかけてきておりましたけど、そ

れとあわせて台湾の今度チャーターを送客ま

で仕掛けていきますので、そのダブルトラッ

クと、あとさらに中国にも姉妹提携先ござい

ますので、そういったところにも運べないか

というところで、修学旅行を働きかけていき

たいと思います。 

 修学旅行は何校かふえるだけでかなり底が

たい利用者の数字にはね返るものがございま

すので、教育委員会ともしっかり連携して、

修学旅行はまた取り組んでいきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 
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○荒木章博委員 それはよろしくお願いした

いと思います。 

 29ページの大空港構想の整備予定のエプロ

ンですね、駐機場ですけど、これはオスプレ

イも、とまらるっとですかね。大型は何台ぐ

らい収容ですか。 

 

○中川交通政策課長 今の想定では、今の現

状、自衛隊が持っておりますＣ１とか――済

みません、横文字を使って申しわけないです

が、そういうタイプ、あるいはＣ130でした

か、そういうやつがとまれる、その重さに耐

えられる駐機場にしようということで考えを

めぐらせております。 

 

○荒木章博委員 これ4,300万の設計ですけ

ど、どのくらいの規模の今言いました大型機

を、今後どのくらいの金額で整備されようと

考えているのかね。設計が4,300万ですから

かなりの広さだと思うんですけど、そこあた

りをちょっとお尋ねします。 

 

○中川交通政策課長 今対象としている敷地

は、２万8,000平米、2.8ヘクタールぐらいだ

ったと記憶しておりますが、ただ先ほど、小

杉委員の御指摘にもお答しましたように、ち

ょうど実施設計を鋭意やっておるところでご

ざいますので、それを見ないと金額はなかな

か言えないというのが現状でございます。た

だ……。 

 

○荒木章博委員 しかし、どのくらいの台数

かというのは、大型機が何台とかはわかるわ

けでしょう。 

 

○中川交通政策課長 先ほど御説明しました

Ｃ130等が複数機、それが何機になるかとい

うのは、まさにどれだけの面積を結果的に整

備することになるかで変わりますので、現時

点ではその実施設計ができ上がってから見た

いと思います。ただ、支援機が複数機とまれ

るようにしたいという構想では進めておりま

す。 

 

○荒木章博委員 最後に――いっぱいありま

すけども、きょうはあれですね。15ページ、

ＡＮＡ以外のＪＡＬとスカイネットアジアは

非常に伸びているということで、ＡＮＡが何

で落ち込んでいるかというのは、やっぱり78

7の関係ですか。 

 

○中川交通政策課長 御指摘のように、787

の分もございます。それが前半響いていて、

大分他社振りかえとかした期間がございます

ので、その間は全日空の利用にはなっており

ませんので、利用者数から見ればその影響は

確かにあっているというふうに聞いておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 今、787は何台ぐらい飛ん

でいるんですか。 

 

○中川交通政策課長 羽田では、たしか２機

から３機――１日３便飛んでいます。 

 

○荒木章博委員 ３便飛んでいますね。は

い、了解しました。 

 以上です。 

 

○松永鉄道高架推進課長 委員長、先ほどの

発言でちょっと訂正を……。 

 高架下の全体の面積を８万、利用可能面積

６万9,000平米、そういうふうに説明したん

ですが、高架下の面積が約７万平米で、高架

下の利用可能面積は約５万9,000平米、その1

5％として約9,000平米ということでございま

す。申しわけありません、訂正いたします。 

 

○小早川宗弘委員長 それでは、これで質疑
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は終了いたします。 

 次に、議題(2)閉会中の継続審査について

お諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

議長に申し出ることとしてよろしいでしょう

か。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり） 

○小早川宗弘委員長 異議なしと認め、その

ようにいたします。 

 その他として何かありませんか。なけれ

ば、本日の委員会はこれで閉会いたします。 

  午前11時56分閉会 
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